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死刑にしてよい いう約束ま 取り交わしてしまう身勝手さも メロスは併せ持つ。本章では、メロスの人物像を理解する上で、注目されることのなかったエピソードを分析することで メロスの人物像に新たな一面を追加したい。　
最初に本論で注目したいのは、メロスと妹の結婚相手である牧人とのやりと
りである。作品冒頭で語り手は、メロスの家族構成について述べた後、妹について︿結婚式も間近かなのである。メロス 、それゆゑ 花嫁 衣裳やら祝宴の御馳走やらを買ひに、はるばる市にやつて来たのだ。
﹀と紹介している。
︿祝



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































セリヌンティウスの命は、そ よ な相互の信頼に根ざさない約束に懸かっていたのである。し しセリヌンティウスは、親友とはいえ短絡的で自己中心的なメロスに、自分の命を預けたの る。そのメロスは、これまで見てきたように、王と 約束は意識していたが、身代わりの人質になってくれた親友を思う事は、途中まで
ほ
とんどなかった。不信が昂じて親族でさえ殺害する暴虐な





























































































































































































































































































































































































































































































































































































以来のイデオロギーとしての「友情」を重視する読み方から 人間相互 「信頼」関係、それも「信頼される」ことを意識した関係 内実を重視する み方への転換を意味するだろう。　
身近な人間関係から、国民と政治家の関係に至るまで、他者から「信じら
、
れ、
て、
い、
る、
」ことの重みや意味を理解している人間こそが、真の「勇者」であると
い
え
る。
メ
ロ
ス
と
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
か
ら
そ
の
こ
と
を
学
ん
だ
暴
君
デ
ィ
オ
ニ
ス
も、
そ
の
姿
勢
を
シ
ラ
ク
ス
の
群
衆
か
ら
信
じ
ら、
れ、
た
こ
と
で、
再
生
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
きっかけを得
ることになった。メロスの
︿信頼されてゐる﹀
ことへの気づきは、
「世界」を大きく変えることになったのである。
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